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　2019年度の第47回学生懸賞論文募集に際して設定したテーマと応募件数
は次の通りです。１．世界の水問題（１件）、２．２１世紀の世界秩序（０件）、３．なぜ
投票率は下がっているのか（１件）、４．性の多様化（１件）、５．人口減少社会と○
○（学）（１件）、６．移民社会に備えて（０件）、７．AIと職業（１件）、８．統計の功罪
（０件）。
　今年度の応募件数は合計５編と、残念ながら多くありませんでしたが、それ
ぞれの論文は今日の社会が抱える身近で喫緊のテーマに挑んだもので、しっ
かりとまとまったものばかりでした。
　審査の過程では、審査委員がすべての論文を査読し、テーマ設定の独自性、
論文の構成、既存研究の整理、アンケートや実地調査など調査方法の工夫や
努力、論旨の展開の整合性、結論の妥当性、さらに今後の研究の発展性などを
様々な角度から検討しました。厳正な審査の結果、最優秀賞１編、優秀賞１編、
審査員奨励賞２編が選ばれました。
　最優秀賞に選ばれた澤田さんの論文「地域支援型農業（CSA）を用いた新規
参入者獲得の提案 ― 新規就農から生まれる地域コミュニティーと農業の再
興」は、就農者の減少著しい日本の農業の再活性化の手がかりを地域支援型
農業の導入に求めたものです。内外の事例を十分に踏まえ、法人仲介組織の
役割を重視したその結論の具体性が高く評価されました。
　優秀賞に選ばれた櫻井さんの論文「男女二元論の批判的一考察 ― トイレ
利用の事例を用いて」は、因習的な男女二元論の弊害を指摘し、オールジェン
ダー型のトイレ設置における現状と課題を論じています。ジェンダーをめぐる

論争を手際よく整理し、性の多様性と平等という今日的問題に意欲的に取り組
みました。
　審査員奨励賞に選ばれた渡邉さんの論文「プラスチックによる海洋汚染問
題の現状と対策 ― 包括的な解決の方向性の提案」は、近年、国際的な課題と
して浮上してきたこの問題について、日本の海洋汚染対策の立ち遅れと課題
を明確にしています。学生も参加できるSEABINという海洋プラスチックの回
収方法を提案したユニークさが評価されました。
　また、同じく審査員奨励賞に選ばれた粂さんの論文「投票率増加のためのシ
ティズンシップ教育の提案 ― 義務投票制度導入に向けて」は、オーストラリア
やデンマークで行われている投票義務制度とスウェーデンなどのシティズン
シップ教育の日本への導入を主張したもので、代表制民主主義のあり方に再
検討を促す優れた内容の論考でした。
　残念ながら受賞には至りませんでしたが、外国語学部英語学科３年土屋香
奈さんの論文「AIとの共存に向けて」もAIによる雇用喪失という現代経済の最
先端の問題を検討し、AIにない人間の特質を考察した労作でした。
審査委員一同は、応募したすべてのみなさんに深く敬意を表し、今後のご活躍
を期待します。

第47回学生懸賞論文審査委員
委員長　青栁 真紀子（外国語学部教授）　委　員　本田 浩邦（経済学部教授）
委　員　東 孝博（国際教養学部教授）　　委　員　小栁 春一郎（法学部教授）

第47回学生懸賞論文審査結果 ２０１９年度の第４７回学生懸賞論文には、５編の応募がありました。審査委員会での
協議の結果、最優秀賞１編、優秀賞１編、審査員奨励賞２編が選定されました。

審査講評

■最優秀賞　　　1編
　「地域支援型農業（CSA）を用いた新規参入者獲得の提案
　　　　―新規就農から生まれる地域コミュニティーと農業の再興」 
　経済学部国際環境経済学科３年　澤田 美結
■優秀賞　　　1編
　「男女二元論の批判的一考察 ― トイレ利用の事例を用いて」
　国際教養学部言語文化学科３年　櫻井 みのり
■審査員奨励賞　2編
　「プラスチックによる海洋汚染問題の現状と対策
　　　　― 包括的な解決の方向性の提案」
　経済学部国際環境経済学科３年　渡邉 萌絵

●最優秀賞
現在、日本は人口減少社会であると言われている中、かつては主要
産業であった農業においても従事者の減少が著しく進行しており、
大きな問題となっている。農業の衰退により、我々の生活に様々な
影響をもたらすことが懸念されている。農業の再興には、農業の担
い手を増加させることが効果的な方法の1つであるということが明ら
かとなっている。そこで、本稿では新規就農者獲得に向け、地域支
援型農業(CSA)を用いた”新しい農業”の形を提案した。

　CSAは生産者と消費者を直接繋ぎ、金銭のやり取りや農産物の
販売を行う仕組みであり、日本で普及させるためには生産者と消費
者の仲介役を担うNPO法人の存在が重要になると考えた。この新
たなCSAを導入することで、農家の収益安定化を図ることが可能に
なることから新たな就農者の創出に繋がるだけではなく、地域コミュ
ニティーや農業の再興を期待できるであろう。国際環境経済学科３年

澤田 美結

●優秀賞
　現代社会において、性別は男女に二分されるという男女二元論
の思想が、フェミニズムのすすめる男女に限定された“性の平等”の
もと強化されてきた。本質的な性の平等とは、性という枠組みにとら
われないことを指すにも関わらず、現代における“性の平等”は、無
意識的に男女の平等とすり替えられ、結果としてXジェンダーといっ
た男女にとらわれない性自認を排斥した。一方、性の多様性を実現
する実践的な取り組みとして、渋谷区では男女二元論の枠を越えた

オールジェンダートイレが設置された。しかし、当事者の要望との食い
違いや、誤った解釈に基づいた報道など、いくつか課題が残るもの
となった。以上から、性の多様化が進んでいく現代社会において、改
めて「性」とは男女で完結するものでないということを充分に理解し、
男女二元論を越えた正しい知識を蓄積させていくことが、本質的な
性の平等実現にむけた第一歩である。言語文化学科３年

櫻井 みのり

●審査員奨励賞

　今日、経済の成長に伴った便利なライフスタイルへの移行と
共にプラスチックごみは増加の一途をたどっている。プラスチック
製品は、レジ袋、歯磨き粉、洗顔料の成分など私たちの身の回り
の至る所で使用されているものであり、便利で安価であるため私
たちの生活には欠かせないものとなっている。しかしその一方で、
海洋汚染環境に深く関わる反面をもっており、私たち消費者とし
ても自分事として考えなければならない問題となっている。
　本稿で主幹となるマイクロプラスチックとは、海洋表層や海岸
で紫外線に曝されることで劣化・破片化が進み、5mm以下に
なったプラスチックのことを指す。日本は世界第3位のプラスチッ
クの生産国であり、1人当たりの容器包装等プラスチックの発生
量が世界で2番目に多いことから海洋プラスチック問題の一因を
作り出していることは事実だ。

　近年、我が国では各種選挙における投票率低下が大きな問
題となっている。特に若者の投票率が低く、高齢化が進む我が
国において深刻な問題である。また、現在世界には気候変動や
海洋汚染などを筆頭に地球規模で取り組むべき喫緊の課題も
存在している。それらの問題解決の為にも今までより「持続可能
な社会」をテーマにした取り組みも必要となってくる。したがって、
日本の投票率改善に向けての提案をSDGsの視点も用いて述
べていく。
　本稿では、日本の投票率低下の課題を若者の投票率が低い
ということに着目し、世界の投票率と比較しながら日本の投票率
低下の原因を分析した。投票率改善のために教育や制度改革
の必要性を提示する。

国際環境
経済学科３年
粂 里穂

国際環境
経済学科３年
渡邉 萌絵

　12月17日から19日まで、経済学科高安健一ゼミのゼミ生が、学生食
堂と学生センターで測定器「ベジチェック」を使って、学生の野菜摂取量
を測定した。
　これは高安ゼミと獨協大学父母の会が協働で行った「学生の野菜不
足改善の取り組み」の１つで、期間中は学生および教職員約200名が参
加した。参加者は、測定器に手のひらを乗せ、表示される数値から野菜
摂取量が充足しているかを把握した。高安ゼミは同様の取り組みを11
月にも実施しており、前回参加した学
生は今回の数値と比較していた。
　また、学生食堂では特別メニュー
「Vege Style（ベジ・スタイル）」を11
月と12月の毎週木曜日に数量限定で
販売した。これは、1日に必要な野菜量
の半分が摂れるメニューで、費用の一
部を父母の会が支援している。

ゼミ×父母の会で学生の
野菜摂取量の改善に取り組む

　12月15日、澄み渡る快晴の下、体育会本部主催の「体育祭～スポー
ツフェスティバル2019」が人工芝グラウンドで開催された。
　本イベントは、2011年から学生有志により行われていた「スポーツ
フェスティバル」を、体育会本部が引き継いで実施するようになり、今年
で6回目となった。参加した約500名の学生は、10のグループに分か
れ、ドッヂボール、綱引き、大縄飛びなどの競技に挑んだ。特に最終種目
の選抜リレーでは、自チー
ムの選手へかけられる大
きな声援がグラウンド中
に響いていた。体育会本
部企画局長の伊澤直弥さ
ん（律2年）は「参加者に
は、今回出会った仲間と今
後も良い関係を築いても
らいたい」と語った。
（学生記者／川上）

体育祭～スポーツフェスティバル2019～ 開催

　12月15日、歌舞伎座にて父母の会主催 伝統芸能鑑賞教室「歌舞伎
座 歌舞伎鑑賞」が行われ、114名の学生が参加した。
　伝統芸能鑑賞教室は、古典芸能を体感する機会を通じて、学生に自
国の文化理解を深めてもらう目的で毎年実施。今回で14回目となっ

た。参加者は、市川中車らによ
るユーモアあふれる人情喜劇
「たぬき」、謡曲「松風」を素材
にした中村梅枝らの歌舞伎舞
踊「村松風二人汐汲」、坂東玉
三郎らによる義太夫狂言の名
作「壇浦兜軍記」を鑑賞。歌舞
伎の世界を満喫できる機会と
なった。

父母の会主催　伝統芸能鑑賞教室
第14回「歌舞伎座 歌舞伎鑑賞」開催

　獨協大学体育会硬式野球部の金子尚生さん（済4年・投手）が、11月15
日に行われたルートインBCL（Baseball Challenge League）2019ドラ
フト会議で、石川ミリオンスターズより特別枠選手として指名を受けた。
同リーグから本学学生が指名されるのは創部以来初の快挙。
　また、並木秀尊さん（済3年・外野手）が、11月30日から12月2日まで行
われた大学日本代表候補選手選考合宿に参加。同合宿に本学学生が参加
するのは創部初。並木さんは持ち味の快足と粘り強い打撃をアピールし、
コーチ陣の注目を集めた。

硬式野球部創部初
独立リーグから指名、日本代表候補合宿参加

■本学職員昼間良次さんが、その土地だけで知られる「方言漢字」
についてコメント（11月16日・東京新聞朝刊・24面）

■森永卓郎経済学科教授
11月20日、青森県労働福祉会館で「どうなる!?日本の経済」と
題したセミナーを開催（11月21日・読売新聞朝刊〔青森版〕・
26面）

■福島県喜多方市高郷町本村地区を調査研究している本学の
「福島県集落復興支援事業大坪チーム」の学生ら6名が、同地
区を訪れ、住民らと交流（11月25日・福島民報新聞朝刊・7
面、11月26日・福島民友新聞朝刊・4面）

■本学卒業生でリットーミュージック社長の松本大輔さん（96年
済卒）のインタビュー記事が掲載された（12月14日・朝日新聞
〔別冊be版〕・1面・3面）

メディアに登場した獨協大学
（19年11月16日～19年12月15日）

訃  報

髙橋　房二 （たかはし・ふさじ）
名誉教授
19年10月30日、病気のため死去、91歳
89年　教授
99年　名誉教授

　髙橋房二先生は、慶應義塾大学福岡正夫先生の下で経済学を修
め、弘前大学、静岡大学を経て、1989年経済学部教授に就任しまし
た。学部、大学院で「経済原論」など理論系の講義を担当し、研究者と
しては、経済論文が評価の高い海外ジャーナルに掲載されるなど活躍
されました。
　経済学部にあっても、学部運営やカリキュラムなどに対して厳しい意
見を持たれ、「理論、政策系を充実させよ」との強い主張に当時の教務
委員は苦労していたようですが、往時茫々、いまでは良き思い出となって
いるようです。先生のご冥福をお祈りいたします。

（ますやま・みつお　経済学科准教授）

髙橋房二先生を偲んで
益山光央

　「投票率増加のためのシティズンシップ教育の提案
　　　　― 義務投票制度導入に向けて」
　経済学部国際環境経済学科３年　粂 里穂

地域支援型農業（CSA）を用いた新規参入者獲得の提案 ― 新規就農から生まれる地域コミュニティーと農業の再興

男女二元論の批判的一考察 ― トイレ利用の事例を用いて

プラスチックによる海洋汚染問題の現状と対策
― 包括的な解決の方向性の提案

投票率増加のためのシティズンシップ教育の提案
― 義務投票制度導入に向けて
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